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⚑．はじめに
私は学生時代に「日本と異なる街、人、食べ物、言葉
を味わってみたい。」という好奇心のもと、世界のさま
ざまな国を旅してきました。そして、旅の中で教員を志
したいという思いに出会うことができました。ミャン
マーのヤカイン州にあるンガパリという名のビーチを訪
れたとき、高級リゾートで食事をする欧米人観光客とそ
のすぐ近くの砂浜に貧相な格好で座り込む地元の人々と
の生活の格差に衝撃を受けました。「人間どこに生まれ
るかによってこんなにも生活が変わってしまうんだ。」
と強く感じました。一方、国内に目を向けてみても同じ
事が言えると思います。少なからず、周りの環境はその
人の生活や生き方に大きな影響を与えると思います。し
かし、どのような環境で育つにしても平等に受けられる
のが公教育だと考え、私自身そこに携わりたく、中学校
の教員を志しました。また、社会科という教科を通し
て、「世界の国々を見る楽しさを伝えたい。」という思い
も教員を志した大きな理由のひとつです。
そして、教員を目指すにあたり、教職勉強会に参加し
「教員になりたい。」という同じ志を持つ仲間と出会えた
ことが私を後押ししてくれました。彼らと共に模擬授業
や面接練習を行ったり、勉強の合間に昼食を一緒に食べ
たりした時間は私にとって大きな財産です。
縁あって、⚔月から奈良県平群町立平群中学校に勤務
しています。教員生活⚑年目の今年度は、⚒年生の社会
科の授業（⚑クラス）、特別支援学級の担任、女子バレー
ボール部の顧問を担当しています。学ぶことばかりの毎
日ですが、⚔月からの私の学校での日々を振り返ってい
こうと思います。
⚒．学校生活について
⑴ 学校について
おそらく奈良県民でないと、ʠ平群ʡ中学校を何と読
むのか分からない人が多いかと思いますが、ʠへぐりʡ
中学校と読みます。平群中学校の周辺には、飛鳥時代か
ら奈良時代にかけての皇族・長屋王のお墓や戦国武将・
松永久秀の居城である信貴山城跡があり、歴史豊かな土
地です。そのような土地で社会科の教員生活をスタート
できることを嬉しく思っています。平群中学校は田舎の
のんびりとした空気の漂う場所にありますが、20代から
30代前半の教員が多く、先生も生徒も元気いっぱいの学
校です。
教員として働く中で、「毎日を振り返り、次につなげ
ることの大切さ」を感じています。大学時代から教員と
いう職は忙しいと聞いていましたが、実際に働いてみる
と「こんなにも時間がないんだ。」というのが率直な感
想です。授業が終わると部活動、教材研究、学年の仕事
など時間に追われる日々でした。特に容量の分からない
⚑学期は自分が何をしているのかも分からないような状
況が続きました。しかし、⚑日を振り返ってみると先輩
の先生からの助言や姿から学ぶこと、生徒から学ぶこと
など何かしらの成長への糧があることに気づきました。
忙しい中でも、ゆっくりと⚑日を振り返り、次につなげ
る時間を作ることが大切であると実感しています。
⑵ 生徒について
私は第⚒学年に所属しています。⚔月から生徒たちと
触れ合う中で、各学年のカラーが存在するのだなと感じ
ています。もちろん生徒個人を見ると、それぞれの個性
があるのですが、学年全体として見ると、私の所属する
第⚒学年は「真面目」という印象を受けます。中学校の
現場では、授業中なかなか静かにならないこともよく聞
きますが、この学年の生徒たちは授業に対して意欲的で
自らメモを取っている生徒もよく見かけます。また、行
事に対しても積極的です。体育大会の応援団や学級旗作
りにはたくさんの有志の生徒たちが参加してくれまし
た。
一方、個人の生徒に焦点を当てると、性格や育ってき
た環境はさまざまです。やはりそのような生徒たちが同
じ空間の中で生活をするので、生徒間のトラブルはよく
起こります。今年度は特別支援学級の担任ということも
あり、特別支援学級の生徒たちにトラブルが起こったと
きに、対応することがありました。その中で、両者の話
を中立の立場で聞くことの大切さを学びました。片方の
生徒の話を聞いていると一方的に思えることでも、両者
の話を聞く中でトラブルの全体像が見えてくることがあ
りました。常に両者の話にしっかりと耳を傾けるという
ことを大切にしていきたいです。その中で、私は特別支
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援学級の担任であるので、特別支援学級の生徒たちが
「何でも話せる。」と感じることのできる雰囲気づくりを
大切にしたいです。特別支援学級の生徒にもいけないと
ころは「ダメだ。」と伝えながらも、寄り添っていける
ような先生になれたらと考えています。
⚓．教科指導について
⑴ 授業について
平群中学校では、特別支援学級の担任は支援に専念で
きるように通常学級での授業は持たないというのが基本
となっています。ただ、初任者の私は、必ず通常学級で
の授業を持つ必要があるため、今年度は⚒年生の社会科
の授業を⚑クラス担当しています。⚑クラスのみの授業
ではありますが、私が授業で大切にしていることを述べ
たいと思います。
一つ目は、授業の導入を大切にしています。学習にお
いて、生徒たちが「なぜだろう。」「おもしろそう。」「もっ
と知りたい。」という気持ちになることが重要だと考え
ます。それを実現するために、導入では、生徒たちへの
「興味づけ」を意識しながら授業づくりを行いました。
生徒たちへの「興味づけ」の手段として、主に二つのこ
とを実践しています。それは、①生徒たちにギャップを
与える資料の提示 ②生徒たちにとって身近な話題の提
示です。①については、生徒たちが持っている既存の概
念を覆すような写真や動画を見せるように心がけていま
す。例えば、「中国・四国地方の農業」の授業を行った
ときには、導入で、高知県で温室ビニールハウスを利用
してナスを栽培している写真を提示しました。生徒たち
はこれまでの授業で高知県は温暖な気候であることを学
習しています。「なぜ温暖な高知県で夏野菜のナスを育
てるために、寒さから守るための温室ビニールハウスを
利用しているのだろうか。」という発問を導入でしまし
た。そして、授業を展開していく中で、その答えが「促
成栽培」であるということを生徒たちに気づかせようと
しました。②については、社会科は何百年、何千年と昔
の歴史や自分の生活している場所から何百キロ、何千キ
ロと離れた地域の地理を学習するので、生徒たちがイ
メージすることが難しい教科でもあると思います。それ
を解消するために、できる限り身近な話題やモノを導入
で提示するように心がけました。例えば、「自然災害に
対する備え」の授業では、ちょうどラグビーワールド
カップが開催されていた時期であったので、試合が行わ
れた釜石鵜住居復興スタジアムを題材に導入を考えまし
た。「もっと勉強してみたい。」という生徒たちの好奇心
をそそるような授業を展開できるように日々の生活の中
でもアンテナを張りながら授業の題材集めをしていきた
いです。
二つ目は、生徒たちが自ら考える時間を作ることを大
切にしています。赴任当初の⚔月に先輩の先生の授業プ
リントを見せて頂いたときに、生徒たちの意見を書くス
ペースがたくさんあることに驚きました。私もそれを参
考にし、⚑時間の授業で最低でも一度はグラフや写真、
地図などを参考にして生徒たちが自ら考える時間を作る
ように心がけました。しかし、生徒たちに自分の意見を
活発に考えさせるのには苦労しました。どうしても、最
終的に黒板に書く意見や教科書の本文を写すだけの生徒
が大半になってしまいました。授業プリントの穴埋めだ
けになってしまい、授業後、生徒たちに何も残っていな
いのではないかという懸念が出てきました。これを改善
するために、授業プリントを作成するときに、生徒たち
の意見と模範解答を書くスペースを分けて作成するよう
に工夫をしました。そのようにすることで、ただ黒板を
写すだけでなく、独自の良い意見を書く生徒が増えたよ
うに感じています。生徒たちが受け身ではなく、主体と
なり自分や他者と対話をしながら展開していく授業を目
指すために、今後も試行錯誤をしながら授業づくりを
行っていきたいです。
⑵ 今後の課題について
⚔月から授業をしている中で、「生徒たちがもっとお
もしろいと思える授業をしたい。」というのが率直な感
想です。今後の課題として、主に二つ挙げたいと思いま
す。
一つ目は、教材研究です。先輩の社会科の先生方の話
を聞いているとまだまだ私の知識は浅はかであるとよく
感じます。教科書の記述については理解できても、その
裏や文章と文章の間に隠れている部分をなかなか伝えら
れていないです。社会科は日々の生活の中に教材となる
題材がたくさん隠れているので、色々なところにアンテ
ナを張りながら、教材研究を進めていきたいと考えてい
ます。
二つ目は、「間違えても大丈夫。」というクラスの雰囲
気づくりです。私が一方的に伝えるだけではなく、生徒
と双方向に展開できる授業をしていきたいです。しか
し、当てられると正解を言わないといけないと感じてし
まう生徒も多く、なかなか双方向に授業を展開できてい
ないのが課題です。たとえ間違えたとしてもヒントを与
えて正解へと導いたり、生徒たちとのコミュニケーショ
ンも大切にしながら関係づくりを進めていったりするこ
とで、クラスの中に「間違えても大丈夫。」という雰囲
気を作っていきたいです。
今年度は、⚑クラスだけの授業で、失敗したことを次
のクラスで改善できないところに難しさを感じました。
しかし、生徒たちにとっては同じ授業であることに変わ
りはありません。しっかりと授業の準備をして、一度で
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納得のいく授業ができるように自分のスキルを向上させ
ていきたいです。
⚔．特別支援教育について
⑴ 特別支援学級での学び
今年度、私は特別支援学級の担任をしています。特別
支援学級には、様々な特性によって学校での生活に生き
づらさを抱えている生徒たちが在籍しています。その中
でも、私は主に情緒に障害を持った生徒たちを担当して
います。友達と会話をすることや周りの空気を読むこ
と、友達との距離感を考えることなどに難しさを抱えて
いる生徒たちです。彼らは交流学級で学校生活を送って
いるのですが、教科によって特別支援学級で授業を受け
たり、交流学級に入り込み支援をしたりしています。彼
らと学校生活を送る中で、私が学んだことについて述べ
たいです。
まず、「見える化」してあげることが大切であると学
びました。例えば、特別支援学級で授業をしているとき
にその大切さを感じました。取り出し授業は交流学級で
理解することが難しい生徒たちが、主に先生と⚑対⚑で
授業を受けます。私の担当している生徒に、どうしても
授業中、集中が持たない生徒がいます。⚑対⚑で授業を
受けているので、交流学級で受けるときよりも息抜きが
なかなかできないのも事実だと思います。自分の得意な
範囲は調子よく取り組んでくれますが、少し難しい内容
や苦手な範囲になるとやる気が一気に無くなってしまい
ます。私は、この状況を改善するために、授業の始めに
今日やることを伝え、⚑時間の授業の見通しを持たせて
あげるように心がけました。例えば、「今日はプリント
⚓枚するよ。それが終われば、今日の授業は終わりだか
ら、頑張ろう。」といった声かけをしています。交流学
級で授業を受けることが難しい生徒にとって、⚑対⚑の
授業で次から次へと問題が出てくることは、とても苦し
いことだろうなと思います。生徒の立場に立って考える
ことの大切さを実感しました。また、「見える化」につ
いては、日々の学校生活の中でも意識しています。特別
支援学級には、いつもと異なる状況に対応することが苦
手な生徒が多く在籍しています。例えば、提出物を遅れ
て出す場合に先生にどのように伝えればよいの分から
ず、提出できないことがありました。それ以来、「職員
室に入るときにはどのようにすればよいのか」「遅れた
提出物を先生に渡すときにはどのように伝えればよいの
か」などを生徒と一緒に確認し、自分の行動を「見える
化」させるようにしています。
また、⚔月から特別支援学級の生徒とかかわる中で
「深刻な話や話題のときほど、生徒に『大丈夫！』と伝
わる表情で対応しよう。」ということを学びました。特
別支援学級に在籍している生徒の中には、特性による生
きづらさがあるゆえに、学校で様々なトラブルに陥って
しまう生徒もいます。自分にとって困難なことがあった
ときに自傷行為に走ってしまったり、登校できなくなっ
てしまったりといったことがありました。今年の課題と
して、このような生徒の話を聞いているときや保護者に
報告するときに、私の表情が深刻になってしまうことが
ありました。私の表情が深刻になると生徒もさらに苦し
くなってしまいます。生徒の前では「大丈夫。」と伝わ
るような態度や表情でいることを心にとめながら今後の
教員生活を送っていきたいです。
⑵ SST・ビジョントレーニングについて
今年度は、通級指導教室の先生にお誘い頂き、SST
やビジョントレーニングにも携わらせて頂きました。
SST は、ソーシャルスキルトレーニングの略称であり、
社会での人とのかかわり方などを実践も踏まえて学びま
す。ビジョントレーニングは、視野を広げるなどの見る
力を鍛えるトレーニングです。私の勤務する学校では、
⚑週間に一度、放課後⚑時間程度を利用して対象生徒に
これらのトレーニングを実施しています。
SST の活動の中で、「学校でお弁当を食べようと思っ
たら、お箸を忘れてしまったことに気づいた。どうすれ
ばよいだろうか。」という予想外の出来事が起こったと
きの対処法を考える取り組みがありました。その答えと
して、「手で食べる。」と発言した生徒がいました。私の
感覚では、割りばしなど余分に持っている友人を探した
り、先生に借りに行ったりすればよいのかなと思うので
すが、他者とのかかわりに難しさを抱えている生徒に
とっては、「手で食べる。」ということが初めに頭に浮か
んだのかもしれません。また、SST の活動の最後には
その日の感想を⚑～⚒行ほどで書く時間があるのです
が、一言書くだけに10分ほど時間を費やしてしまう生徒
もいてました。今までの私の中での「ふつう」が「ふつ
うではない」生徒たちを見て、生徒の個性に寄り添った
指導の大切さに気付くことができました。
⚕．部活動指導について
今年度、私は女子バレーボール部の顧問をしていま
す。⚔月から勤務する中で、部活動指導は私にとってと
ても難しいものでした。というのも、私にはバレーボー
ルの経験がありません。技術的な指導ができずに、生徒
たちとどのような会話をしてよいのか分からない日々が
続きました。生徒たちとの関係づくりに悩んでいたとき
に、先輩の先生から、「バレーボールという枠ではなく、
スポーツという枠で捉えてみては。」と助言を頂きまし
た。バレーボールの経験は生徒たちの方が長いですが、
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スポーツに携わってきた経験は私の方が少し長いと思い
ます。スポーツという枠では、生徒たちに何か伝えられ
ることがあるのでは思い、練習に対する姿勢やチーム
ワークの大切さなどメンタル的な部分で気づいたところ
を生徒たちに声かけするようにしています。
また、私の勤務する学校では、どの部活動も顧問は二
人体制をとっています。二人で部活動を見ていく中で、
それぞれの「役割」についても学びがありました。女子
バレーボール部のもう一人の先生は、昨年度も女子バ
レーボール部を見ているベテランの先生です。生徒たち
にも厳しい指導をされることが多いです。その先生か
ら、「私が強く指導したときには、しっかりとその生徒
のフォローをしてあげて。」と教わりました。厳しい指
導も必要ですが、それだけでは腐ってしまう生徒もいる
かもしれません。生徒の話をしっかりと聞き、今後どの
ようにしていけばよいのか助言をすることが私の「役
割」だと捉えて、日々活動をしています。また、「役割」
については、部活動だけではなく、あらゆる学校生活の
中でも同じことが言えると思います。「今の私だからこ
そできる役割」を果たしていきたいです。
部活動指導に関しては、まだまだ課題ばかりですが、
生徒たちと会話をすることを大切に前向きに活動してい
きたいです。
⚖．最後に
初任としての⚑年間を過ごし、「自分らしく」という
ことが大切だと再認識することができました。生徒たち
がより良い学校生活を送るためには、まず先生が元気で
楽しくいることが大切だと感じています。今年度を振り
返ってみると、少し遠慮したり小さくなってしまったり
したところが反省点です。今後、自分らしく個性をどん
どん発揮していける先生を目指して日々精進していきた
いです。
今回、「新任教員として学んだこと」について、原稿
を書く機会を頂けたことに感謝申し上げます。初任とし
ての⚑年間を振り返っていくなかで、自分の課題も再発
見することができ、「さらに頑張っていこう。」という気
持ちになることができました。
そして、私が今このように教員生活を送ることができ
ているのは、採用試験で不安だったときにもいつも元気
づけてくださった相談室の柏原さん、授業や面接練習で
熱心に指導してくださった教職センターの先生方、いつ
も丁寧にサポートして頂いた教職センターの職員の皆様
のおかげだと強く感じています。本当にありがとうござ
いました。
（こいけ ゆういち・平群町立平群中学校教諭）
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